









































































































































































(5) 愛知県田原市福江町 皇學館大学 2 年 山本暉通 
8 月 24 日愛知県田原市福江町の名所、史跡を案内していただいた。この日訪れた場所の
中で特に印象に残った二ヶ所についての感想を述べようと思う。 
畠神社は｢たはらの巨木・名木 100 選｣に選ばれている大きなイチョウの木が一際目を引





















































































































































































2.「お散歩 e 本」おひろめ会関係資料 
2. 1 おひろめ会案内 (田原市図書館)
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１ 日時 2 月 21 日（木）午後 1時 30 分～午後 5時 
 
２ 会場 田原文化会館１階１０１会議室（田原市田原町汐見５番地） 
 
３ プログラム 
 13:30 開会あいさつ （豊田高広：田原市図書館） 
 13:40 基調講演「お散歩活動と電子メディアを活用したまちおこし」（岡野裕行：皇學
館大学文学部） 
 14:30 実験事業の目的と概要（豊田） 
  14:50 「お散歩」ワークショップ報告（岡野） 
  15:10 「e 本（電子書籍）」制作報告（時実象一：愛知大学文学部） 
 15:30 休憩 
 15:40 討議「電子書籍が開く地域づくりの可能性と課題」（岡野、時実、満尾哲広：フ
ルライトスペース株式会社、豊田） 
 16:30  質疑応答 



































3. ２ 業務の概要  
4. （１）業務の名称 



































































































































2. 4 おひろめ会参加者アンケート調査結果 
おひろめ会会場で参加者にアンケートをお願いした。その結果は次のとおりである。 
 
質問 1. お住まいを教えてください。 
田原市 (5) 豊橋市 (4) その他 (15) 
質問 2. ご職業を教えてください。 
図書館員 (11) 行政職員（図書館以外）(2) 大学教員・学生 (4) 電子書籍・図書館関連会社
員 (1) その他 (5) 
質問 3. 電子書籍についてご存知でしたか？ 
まったく知らない (0) よく知らない (4) ある程度知っている (17) よく知っている (1) 
質問 4. 電子書籍を利用したことがありますか？ 
まったく利用したことがない (1) 利用したことはある (17) 年に数回は利用している (2) 
月に数回は利用している (2) 週に数回か、それ以上利用している (2) その他 (1) 
質問 5. 電子書籍が読める端末を持っていますか？（複数回答可） 
スマートフォン (15) 読書専用タブレット型端末 (4) 汎用タブレット型端末 (7) ノート型
パソコン (16) その他 (1) 
質問 6. 本日の催しへの感想をお聞かせください。  
満足 (17) やや満足 (6) どちらでもない (0) やや不満 (0) 不満 (0) 
質問 7．「お散歩 8 本」の感想をお柵かせください。 

















質問 7. 「お散歩 e 本」の感想をお聞かせください。 
・市内にある郷土史研究会 (のようなもの)、とか、田原の風などの活動との連けいが必要










































2. 5 おひろめ会についての東日新聞の記事 (2013/2/22) 
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3. 1. Sigil を使った EPUB の作成 
「Sigil の使い方”」(http://sigil.tsukaikata.info/) を参考とした。 













































3. 2 テキスト・エディタを使った EPUB の編集 
Sigil では、動画の貼り込みなど細かい編集ができない。その場合はテキスト・エディタ
を用いて手作業で編集する必要がある。用いたエディタは MIFES for Windows Ver 7.0 で
ある。なおデータに日本語が含まれるので、エディタのコードは UTF-8 にしておく必要
がある。 






b. zip ファイルを開き、Text フォルダから編集する html ファイルを見つけ、エデ
ィタで編集する。 
c. 追加する画像は Image フォルダにコピーし、content.opf に記載する。 
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d. 追加する動画は Misc フォルダにコピーし、content.opf に記載する。 
e. 目次は toc.ncx で編集する。 
f. 全ファイルを zip に戻す。 
g. 「.zip」を「.epub」に書き換える。 
h. iPad で編集結果を確認する。 
(2) HTML の編集 












動画や音声は <video> または <audio> タグで記載する。記載例は次のとおり。 
 




<div><audio src="../Misc/YouTube.mp3" width="240" height="180" 










(6) content.opf の編集: <manifest> 
content.opf ファイルの <manifest> タグでは、その電子書籍で使用するすべてのファイ
ルを記述する。記述例は次のとおり。 
 
<item href="Text/Section0002_0008.xhtml" id="Section0002_0008.xhtml" 
media-type="application/xhtml+xml" /> 
<item href="Images/map-3-m2.jpg" id="map-3-m2.jpg" media-type="image/jpeg" /> 
<item href="Misc/HatakeJinja-3-a.mp4" id="HatakeJinja-3-a.mp4" 
media-type="text/plain" /> 
 
(7) html ファイル表示順序 




      <navPoint id="navPoint-2" playOrder="2"> 
        <navLabel> 
          <text>鉄道杭</text> 
        </navLabel> 
        <content src="Text/Section0002.xhtml#heading_id_2" /> 
      </navPoint> 
 
(8) 目次 
目次項目の順序は content.opf の <spine toc="ncx"> で記述される。 
(9) iPad 用 EPUB 
iPad で正しく表示される EPUB の作り方については、
http://www.ibm.com/developerworks/jp/xml/tutorials/x-epubtut/index.html を参考とし
た。content.opf で <guide> で指定されたファイルは、Mozila Firefox では目次に正しく
表示されるが、iPad では表示されなくなるので、この電子書籍では <guide> は削除した。 
(10) CSS について 
EPUB には default.css のような CSS ファイルが付随する。これはフォントの種類、
フォントサイズや画面のレイアウトなどを指定する。ただし、今回は CSS は用いなかった。 
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3. 3 動画の編集 
(1) 撮影 
撮影は Canon IXY DV2 でおこなった。記録はミニ DV カセットを用いた。 
(2) 動画の編集 
動画は VideoStudio 7 で編集をおこなった。元のクリップを読み込み、適宜切り張りし
て適切なファイルを作成した。動画では、「3 秒ルール」「4 秒ルール」などと、1 カット
が長いと見ている人があきるといわれるので、なるべく短くしてつなぐようにした。 
道路で自動車が走る音などが拾われているので、「編集」の音声ボタンで不要な音は削除
し、編集後の音声を貼り付けた。動画は NTSC mpeg2 720 x 480 (29.97fps) で出力した。
編集用の音声は「サウンドファイルを作成」で wav 出力した。 
(3) 動画の変換 
Movavi Video Converter 7.0 (フリーウェア) で wav から mpeg4 に変換した。 
(4) 音声の変換 
wav ファイルは、FreeMake Audio Converter (フリーウェア) で mp3 に変換した。 
(5) 音声の編集 






3. 4 EPUB の閲覧 
(1) iPad/iPhone の iBooks 
iBooks は iPad/iPhone には標準で入っているはずであるが、もしない場合は App 
Store から入手する。 


















(2) Google Chrome Readium 






















(3) Firefox EPUBReader 
Mozila Firefox には EPUBReader というアドオンがある。これをインストールすると、








(4) Adobe Digital Editions 




















































(2) bookpic editor をダウンロードしてインストール 














(4) jpeg ファイルを追加 
JPEG ファイルはページ単位の貼り付けとなる。2 つ以上の JPEG を同一ページに貼り
付けることはできない。 
(5) 「いいね」ボタンやリンクボタンを追加 
「いいね」ボタンは Vote から選択できる。 
 

























bookpic ホームページで CREATORS を選択すると、表紙のサムネイルが表示されるの
で、そこから読みたい本を選択できるし、書籍のタイトルで検索もできる。また各書籍に


















(1) 第 1 回打ち合わせ 
(2) 第 2 回打ち合わせ 
(3) 「お散歩 e 本」福江地区追加取材報告 




第 1 回田原市「お散歩 e 本」担当者打ち合わせ議事録 
 
日時:  2012 年 8 月 7 日 (火) 15:30-17:00 
場所: 愛知大学研究館第 4 会議室 
参加者: 愛知大学 時実 象一、山本 昭 
 田原市図書館 豊田 高広 
 皇學館大學 岡野 裕行 
 
配布資料 
 - 委託研究契約書 (平成 24 年 7 月 26 日) 
 - 御見積書 (2012 年 7 月 17 日) 








時刻 工程 備考 
6:41 伊勢発 近鉄、名鉄経由 
9:26 豊橋発 豊橋鉄道経由 
10:20 三河田原着  
10:30 三河田原発 マイクロバス 
11:00 渥美着  
 前半ワークショップ 渥美地区 
12:00 昼食 場所未定 
13:00 後半ワークショップ 渥美地区 
15:00 インタビュー 渥美図書館 
16:00 渥美発 マイクロバス 
16:40 三河田原発 豊橋鉄道経由 




17:47 豊橋発 近鉄、名鉄経由 
20:09 宇治山田着  
 
(2) 参加者 (マイクロバス乗車) 
皇學館大學 11 名 












2013 年 2 月 25 日の週 (2/26, 3/1 は除く) を予定し、会場の都合を調べて提案する。 
 
(2) 会場について 

















第 2 回田原市「お散歩 e 本」担当者打ち合わせ議事録 
 
日時 2013 年 1 月 21 日 (月) 15:30-17:00 
場所 皇學館大學岡野助教室 
出席者: 愛知大学 山本 昭、時実 象一 
 田原市図書館 豊田 高広 
 皇學館大學 岡野 裕行 
 
配付資料 
 - 「お散歩 e 本」デザイン (A 案、B 案) 
 
議事概要 
1. 電子書籍「お散歩 e 本」の製作について 
PDF 版デザインについて検討し、A 案を採用することとした。 
お披露目会に向けては、 
(1) 冊子 
PDF 版を元にして印刷、B5 を予定 
(2) PDF 版 
これは bookpic サイトに登載する 
(3) EPUB 版 
お披露目会当日は iPad に入れて閲覧 















13:40 基調講演 (岡野) 
「お散歩」活動と町興しについて (仮題) 
14:40 「お散歩 e 本」プロジェクトの報告 (各 20 分) 
(1) プロジェクト概要 (豊田) 
(2) ワークショップ報告 (岡野) 













(1) 案内原稿の作成 (豊田) 
(2) 図書館関係の案内 (豊田、ほか各自) 
(3) メディア関係の手配 (豊田) 
(4) メーリングリストの案内 (時実) 
 
4. 報告書 











日時 2013 年 2 月 14 日 (レンタカー使用) 
 豊橋発 13:00 福江着 14:00 
 福江発 16:00 豊橋着 17:00 
 













日時: 2013/2/21 (木) 
場所: 田原市文化会館 
 
開会挨拶 田原市中央図書館館長 豊田 高広 
 















































































































⑦SNS の活用（Twitter，Facebook など） 
がある。こうして図書館は「まち」や「ひと」の「ものがたり」を形にする仕事ができる。




























ワークショップは、2012 年 8 月 24 日 (金) に田原市清田・福江校区において実施した。
参加者計 15 名の内訳は次のとおり。 
     皇學館大学（教員 1 名・学生 10 名） 
     愛知大学（教員 1 名・学生 1 名） 
     田原市図書館館長（1 名） 





















































(c) 「お散歩 e 本」の作成と使い方 
「お散歩 e 本」はテキストとしては EPUB という電子書籍の形式を使ったものを作成し
た。EPUB で作成すると、iPad のほかさまざまなところで流通することができる。画像
としては bookpic という電子書籍サイトに登載した。 






る。動画ボタンは YouTube にリンクするときなどに使う。また bookpic の特徴は、コメ
ントを書きこんだり、「いいね」ボタンを押すことができたりする点である。 
EPUB を作成するのは、HTML を知っている人には難しくない。ただ見る機種によって



























































































(豊田) 京都からおこしになった、ATR クリエイティブの高橋さんにまずご意見を伺いたい。 

































(ATR クリエイティブ 高橋) アプリにするのか、ホームページにするのか、そういうこと
で費用が違う。 
(岐阜市立図書館 岩永) 業者に頼むときは成果物が必要で、きちんと仕様をかく必要があ
る。 
(満尾) 岐阜は新しい建物ができるときなので、そのときにきちんとやっておく必要がある。
みなさんシステムには関心があるが、必要なのは仕組みである。いい仕組みがあれ
ばやりたい企業がよってくる。 
(時実) まさにそのとおりである。システム優先はまずい。 
(豊田) 今日は「連携」から「連動」へといういいキーワードが出てきた。博物館の鈴木副
館長からもいいお言葉をいただいた。動きのある図書館を作っていくために電子書
籍がきっかけになるといい。 
 
 
